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安全のために 
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^-電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

Am 告 火災や人身事故になることがあります。 

この「安全のために」には、事故を防ぐための重要な注意事項 
と製品の取り扱いかたを示してあります。 この「安全のため 
に」をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管し 
てください。 
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安全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使い 
かたをすると、火災や感電などにより人身事故に 
なることがあり危険です。事故を防ぐために次の 
ことを必ずお守りください。 


安全のための注意事項を守る 


4〜10ページの注意事項をよくお読みくださぃ。 
製品全般の注意事項が記載されてぃます。12ペー 
ジの「使用上のご注意」もあわせてお読みくださ 
い。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みがない 
か、コンセントと電源プラグの間にほこりがた 
まっていないか、プラグがしっかり差し込まれて 
いるか、などを点検してください。 


故障したら使わない 


動作がおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどが破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店または□ケーシヨンフリーカスタ 
マーサポートセンター（裏表紙）に修理をご依頼 
ください。 


万一、異常が起きたら 


•煙が出たら 
•異常な音、におい 
がしたら 

•内部に水、異物が 
入ったら 

•製品を落としたり、 
キャビネットを破 
損したとき 


〇送信機 • 受信機の電 
源プラグをコンセン 
^卜から抜く。 

❷お買い上げ店または 
□ケーシヨンフリー 
カスタマーサ ポー ト 
センター（裏表紙） 
に修理を依頼する。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のような表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解し 
てから本文をお読みくださ 
し'!。 


也警告 1 

この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより 
死亡や大けがなどの人身事故 
につながることがあります。 


也注意 1 

この表示の注意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よりけがをしたり周辺の家財 
に損害を与えたりすることが 
あります。 


注意を促す記号 

A 產企 

注意 火災 感電 


行為を禁止する記号 

Q ® 

禁止 分解禁止 

^ (§) 

接触禁止ぬれ手禁止 


行為を指示する記号 

❶ C 

指示 フラグをコン 

セントカヽら抜く 
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A 敬出 | A A 下記の注意事項を守らないと火災•感電など 

,ヽ言口 I 昏备により死亡や大けがの原因となります。 


雷が鳴りだしたら、本機や付属品に触れない 

感電の原因となります。 

接触禁止 

本機は国内専用です 

海外などで、異なる電源電圧で使用すると、火災や感電の原因 
となります。 

❶ 

指示 

油煙、湿気、ほこり、砂ぼこりの多い場所や直射日光、水滴 
のあたる場所、熱器具の近く、乗り物、屋外には置かない 

火災や感電の原因となることがあります。また、取扱説明書に 
記されている使用条件以外の環境でのご使用は、火災や感電の 
原因となることがあります。 

0 

禁止 

内部に水や異物を入れない 

火災や感電の原因となります。万一、水や異物が入ったとき 
は、すぐに本機の電源プラグをコンセントから抜き、□ケー 
ションフリ _ カスタマ _ サポ _ トセンタ _ (裏表紙）に点検 • 
修理をご依頼ください。 

0 

禁止 

本機の上に熱器具、花瓶など液体が入ったものやローソ 
クなど炎が発生しているものを置かない 

• 火災や感電の原因となります。 

• 落ちてけがの原因となることがあります。 

0 

禁止 

内部を開けない 

火災や感電、けがの原因となります。 

また、本機は、電波法に基づく認証を受けた無線設備が内蔵さ 
れた製品であり、分解および改造、証明ラベルをはがすこと 
は、法律で罰せられることがあります。 

内部の点検や修理は、ロケーションフリーカスタマーサボート 
センター（裏表紙）にご依頼ください。 

① 

分解禁止 
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个嘴出 I ^ ^下記の注意事項を守らないと火災.感電など 


火災 感電 


により死亡や大1ナ^^の原因となります。 



コンセントを誤った方法で接続しない 

誤った方法でコンセントを接続すると感電や発熱して火災の原 
因となることがあります。以下の方法を必ず守って使用してく 
ださい。 

• ゆるいコンセントに接続しない。 

• たこ足配線しない。 

0 

禁止 

賺源プラグのコードの配置に注意する 

本機に取り付ける電源プラグのコードが、人が歩く場所にはみ 
出ていると、足をひっかけるなどして、けがの原因になった 
り、本機の損傷の原因になったりします。 

❶ 

指不 

電源プラグや AC パワーアダプターのコードを振り回さ 
ない 

人やガラスなどに当たってけがをすることがあります。 

0 

禁止 

お子さまの手の届かない場所に設置する 

はずれた部品を飲み込むなど、思わぬ事故の原因になり危険で 
す。 

A 

注意 

本機上に貼られた保護シートを子供やべ ッ トが飲み込ま 
ないように注意する 

会 

送信機•受信機のスタンドをつけたまま、安定した場所に 
設置する 

本機は、ぐらついた台の上や傾いたところなどに置かないでく 
ださい。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあり 

❶ 

指 


ます。 


△警告 
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A 敬出 | A A 下記の注意事項を守らないと火災•感電など 

,ヽ言口 I 昏备により死亡や大けがの原因となります。 


機器に近いコンセントに電源プラグを接続する 

設置の際には、使用中に容易に抜き差しできる、機器に近いコ 
ンセントに電源プラグを接続してください。万一、異常がおき 
た際には、電源プラグを抜いてください。 


❶ 

指 m 


電源プラグは定期的にお手入れを 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりがたまって湿気 
を吸うと、絶縁低下を起こして、火災の原因となります。定期 
的に電源プラグをコンセントから抜き、ゴミやほこりを取って 
ください。 



電源プラグは、他機器との接続が終わつてからつなぐ 

コンセントを差したまま接続すると、感電の原因となることが 
あります。また、電源コードを抜くときは、まず壁側コンセン 
卜から、プラグをもって抜いてください。 


❶ 

指示 


(!)( 電源)ランプが緑色に点灯、または赤色に点滅している 
状態で、電源ブラグ等の抜き差しをしない 

(!) (電源）ランプが緑色に点灯している状態で、電源プラグの 
抜き差しや他機器との接続を行わないでください。誤動作する 
ことがあります。 


❶ 

指不 


指定の AC パワーアダプター以外は使用しない 

火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


移動させるとき、長時間使わないときは、電源プラグを抜 

< 

移動させるときまたは長時間使用しないときは安全のため電源 
プラグを抜いてください。差し込んだままにすると、電源コー 
ドが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 


C 

フラグをコン 
セントから抜く 
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A 敬出 | A A 下記の注意事項を守らないと火災•感電など 

迅言口 I 昏备により死亡や大けがの原因となります。 


ACJ ワーアダプターを誤った方法で使用しない 

AC パワーアダプターを誤った方法で使用すると、熱がこもっ 
てケースが変形したり、火災の原因となることがあります。 
以下の方法を必ず守って、本機をお使いください。 

• AC パワーアダプターのまわりに物を置かない。 

• AC パワーアダプターを布などでおおわない。 

• 2つ以上の AC パワーアダプターを重ねない。 

• AC パワーアダプタ_を箱などに入れない。 

• AC パワーアダプターのコードや電源コードを AC パワーア 
ダプ ターに 巻きつけない。 

• AC パワーアダプター本体やコード類の接点部に他の金属が 
触れないようにする。 


0 

禁止 


賺源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

• 電源コードに重いものをのせたり、弓 I っ張ったりしな 
い。 

• 電源コードを熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。 
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店または口 
ケーシヨンフリーカスタマーサボートセンターに交換を 
ご依頼ください。 


0 

禁止 



^警告 


下記の注意事項を守らないと医療機器などを誤作動さ 
せるおそれがあり事故の原因となります。 


本機を医療機関に設置しない 

医療機器の誤動作の原因となることがあります。 


0 

禁止 















△警告 


下記の注意事項を守らないと 医療機器 などを 誤作動 さ 
せるおそれがあり事故の原因となります。 


ペースメーカーなどの近くで使用しない 

ペースメ_力_などの医療電気機器を使用中に、本機を近づけ 
ないでください。医療電気機器が誤動作するおそれがありま 
す0 


0 

禁止 


本機を使用中に他の機器に電波障害などが発生した場合 
は、使用を中止する 


電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれが 
あります。 


❶ 

指示 


△注意 

下記の注意事項を守らないとけかをしたり周辺の物品に 
損害を与えたりすることがあります。 



コネクターは きちんと接続する 

• コネクターの内部に金属片を入れないでください。ピンとピ 
ンがショート（短絡）して、火災や故障の原因となることが 
あります。 

• コネクターはまっすぐに差し込んで接続してください。斜め 
に差し込むと、ピンとピンがシヨートして、火災や故障の原 
因となることがあります。 


A 

注意 


ぬれた手で電源ブラグ、 AC パワーアダプターおよび送信 
機•受信機にさわらない 

感電の原因となることがあります。 


ぬれ手禁止 


本機の通風孔をふさがない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることが 
あります。本機を壁に近づけすぎると、壁などにホコリが付着 
し、黒くなることがあります。風通しをよくするために、スタ 
ンドを取り付けた状態で、縦置きにし、壁から 10 cm 以上離し 
て置いてください。 

•あお向け、逆さまにしない。 

• 棚や押入の中に置かない。 

• じゆうたんや布団の上に置かない。 

•ホットカーぺットの上に置かなし''。 

• 布をかけない。 


0 

禁止 
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A は出 | 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の物品に 
/!\>土思> |損害を与えたりすることがあります。 


AC パワーアダプターを海外旅行者用の「電子式変圧器」 
などに接続しない 

発熱や故障の原因となります。 


0 

禁止 


リモコンの電池についての安全上のご注意 

漏液、発熱、発火、破裂、誤飲などを避けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。 


△警告 


• S 池は幼児の手の届かないところに置く。 

万一飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。 
•火の中に入れない。シヨートさせたり、分解、加熱しない。 
• 雨がかかる場所、または水気のある場所で使用しない。 

• マンガン電池を使用する。 


△注意] 


• 新しい電池と使用した電池、種類が違う電池を混ぜて使わない。 

• 〇と©の向きを正しく入れる。 

•電池を使い切ったとき、長時間使用しないときは、取り出しておく。 

もし電池の液が漏れたときは、電池入れの液をよくふきとってから、新しい電池を入 
れてください。万一、液が身体や衣服についたときは、水でよく洗い流してくださ 
い。また、目に入った場合は、きれいな水で洗ったあと、直ちに医師にこ'相談してく 
ださい。 











本機の発熱に: 3 いてのご注意 


本機に長時間触れない 

本機に手などを触れたままにしないでください。温度が上が 
り、低温やけどの原因となることがあります。 


0 

禁止 


使用中に本機や AC パワーアダプターが熱くなることがあります 

• 本機の動作時の電流によって発熱していますが、故障ではありません。 

• 本機は使用状況により熱くなることがあります。 

異常に熱くなったときは、本機の電源を切り、 AC パワーアダプターの電源コードを 
抜いてください。次に、□ケーシヨンフリーカスタマーサボートセンター（裏表紙） 
に修理をご依頼ください。 


本機のワイヤレス通信について 


この機器は 2.4GHz 帯および 5GHz 帯の無線周波数帯を使用していますが、他の無線 
機器も同じ周波数を使っていることがあります。この機器と他の無線機器間との電波 
干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用ください。 

〇 /ino rv-ol この無線機器の使用周波数は 2.4GHz 帯および 5GHz 帯を使用しま 
^.4Ub-Uh^ す。変調方式として 2.4GHz は DS-SS および OFDM 変調方式、 
5GHz は OFDM 変調方式を採用し、与干渉距離は 20m です。 

本機の 5GHz 帯無線 LAN 周波数は5150〜5250 MHz (36, 40, 44, 48 ch) に対応して 
います。他の無線 LAN 機器とは接続できません。 

詳細については、 http://www.sony.co.jp/locationfree/QA/ をご覧ください。 

ワイヤレス通信に関するこ’注意 

•本機は、床から離れた、安定した場所に設置してください。 

• 次のような環境で使用すると、送信機と受信機との間で電波が通りにくくなり、通 
信距離が短くなることがあります。 

-鉄筋/コンクリート/石の壁や床、床暖房の入った床 

-鉄製の間仕切りやドア、防火ガラス、金属などの材料を使った家具や電化製品な 
どが送信機と受信機の間にある場合 

• 本機と同じ無線周波数を使っている他の無線機器を同時にご使用すると、転送速度 
の低下や伝送エラーが発生することがあります。 
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本機のワイヤレス通信について 


<2.4GHz 帯の場合> 

この機器の使用周波数は 2.4GHz 帯を含んでいます。この周波数帯では電子レンジな 
どの産業 • 科学 • 医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ラインなどで使用 
される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、ア 
マチュア無線局など（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認し 
てください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに 
この機器の使用チャンネルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器の運用 
を停止（電波の発射を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ロケーシヨンフリーカスタマーサ 
ポートセンター（裏表紙）までお問い合わせください。 

• 電子レンジ使用中に、 2.4GHz 帯を使用した場合本機のワイヤレス通信が電子レン 
ジの発する電波の干渉を受け、画像が乱れることがあります。電子レンジから離れ 
た場所で本機を使用してください。電子レンジを使用していないときは、本機は干 
渉を受けません。 

•近くで 2.4GHz、IEEE 802.11 b, IEEE802.11g 準拠のワイヤレス LAN アクセス 
ポイントまたは、デジタルコードレス電話、無線機器を使用しているとき、電波の 
干渉を受ける場合があります。 

< 5GHz 帯の場合> 

• 5GHz 帯無線 LAN の使用は、電波法により屋内使用に限定されます。 

法令により、 5GHz 帯、 IEEE 802.1 la モードを屋外で使用することは禁止されて 
います。 

•近くで 5GHz、IEEE802.1 la 準拠のワイヤレス LAN アクセスポイント、または無 
線機器を使用しているとき、電波の干渉を受ける場合があります。 

この機器には、電波法に基づく認証を受けた無線設備が内蔵されており、証明ラベル 
は無線設備上に添付されております。 

ワイヤレス通信のセキュリテイについて 

ワイヤレス通信の仕様上やむを得ない事情によりセキュリティの問題が発生してし 
まった場合、弊社ではこれによって生じたあらゆる損害に対する責任を負いかねま 
す。 

詳細については、 

http://www.sony.co.jp/locationfree/QA/ 

をご覧ください。 


s 蓉 rc&n 
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使用上のご注意 


強い衝撃をあたえないでください 

本機を落とすなど強いシヨックを与え 
ないでください。故障の原因となるこ 
とがあります。 

取り扱いについて 


通信不良によるお客様の損害につきま 
して、当社は一切その責任を負いかね 
ます。 

通信内容が漏れたことに対しても、当 
社は一切その責任を負いかねます。 


置き場所について 

• 送信機と受信機はできるだけ床から離 
し、送信機と受信機の間に障害物の少 
ない場所を選んで設置してください。 

•誤って足で踏んだり、上から物を落と 
したりすることがないような場所に設 
置してください。 

• ゴムやプラスチック製品など、熱に弱 
いものの上に置いて使用しないでくだ 
さい。本機の熱により、変形、変色の 
原因になることがあります。 

•テレビやラジオの近くで使うと、映像 
の乱れや雑音の原因となることがあり 
ます。このような場合は、テレビやラ 
ジオから離れた場所でご使用くださ 
い。 


お手入れ 

• 乾いた柔らかい布、または水をかたく 
しぼった布で軽く拭いてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなど 
は使わないでください。変質したり、 
塗装がはげたりすることがあります。 

•化学ぞうきんをご使用の際は、色落ち 
や変色する場合がありますので、ご注 
意ください。 

• 殺虫剤のような揮発性のものをかけた 
り、ゴムやビニール製品に長時間接触 
させると、変質したり、塗装がはげた 
りすることがあります。 

• 液体状の洗剤などはご使用しないでく 
ださい。本機の内部に入って、故障の 
原因となることがあります。 

廃棄するときは 

• —般の廃棄物と一緒にしないでくださ 
い。 

ごみ廃棄場で処分されるごみの中に本 
機を捨てないでください。 

• リモコンの電池を廃棄するときは、地 
方自治体の条例、または規則にした 
がってください。 


動画表示について 

テレビやビデオを見ているとき、表示 
の一部がブロック状に見えることがあ 
りますが、画像処理によるもので、故 
障ではありません。 
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アに関する重要なお知らせ 


この度は弊社製八イビジョンワイヤレスリンクセット LF-W1HD (以下「本製品」と 
します）をお買い上げいただきありがとうございます。 

本製品のご使用を開始される前に必ず、本製品に含まれるソフトウェアに関するこの 
お知らせをお読みください。 

お客様による本製品の使用開始をもって、このお知らせの内容をご確認の上、ご同意 
いただけたちのとさせていただきます。 
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ソフトウェア使用許諾契約書 


本製品に含まれるソフトウェア（以下「許諾ソフトウェア」とします）につきまして、下記のソフト使 

用許諾書をお読み下さい。 

なお、下記のソフトウェア使用許諾書と各「お知らせ」に記載されておりますソフトウェアの使用許諾 

条件に矛盾または齟齬などがある場合には、各「お知らせ」にかかるソフトウェアの範囲において、各 

「お知らせ」に記載されております使用許諾条件が優先いたします。 

ソフトウェア使用許諾契約書 

本契約は、お客様（以下お客様とします）とソニー株式会社（以下ソニーとします）との間での許諾 

ソフトウヱア（以下許諾ソフトとします）の使用権の許諾に関する条件を定めるものです。 

第1条（終貝 IJ) 

1 許諾ソフトは、日本国内外の著作権法並びに著作者の権利及びこれに隣接する権利に関する 

諸条約その他知的財産権に関する法律によって保護されています。許諾ソフトは、本契約の条 
件に従いソニーからお客様に対して使用許諾されるもので、許諾ソフトの著作権等の知的財産 
権はお客様に移転いたしません。 

第2条（使用権） 

1. ソニーは、 許諾 ソフ トの非独占的な使用権をお客様に許諾します。 

2. お客様は、許諾ソフトの全部又は一部を複製、複写したり、これに対する修正、追加等の改変 
をすることができません。 

第3条（権利の制限） 

1. お客様は、許諾ソフトのみを再使用許諾、貸与又はリースその他の方法で第三者に使用させて 
はならないものとします。 

2. 許諾ソフトは1つのソフトウェアとして、本製品上での使用を条件に許諾されています。お客 
様は許諾ソフトの全部若しくは一部又はその構成部分を複数の製品での使用のために分離して 
はならないものとします。 

3. お客様は、許諾ソフトを用いて、ソニーの著作権等の権利を侵害する行為を行ってはならない 
ものとします。 

4. お客様は、許諾ソフトに関しリバースェンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイル等の 
ソースコード解析作業を行ってはならないものとします。 

5. お客様は、本契約に基づいて本製品と一体としてのみお客様の許諾ソフトに関する権利の全て 
を譲渡することができます。ただしその場合、お客様は許諾ソフトウェアの複製物を保有する 
ことはできず、許諾ソフトウヱアの一切（すべての構成部分、媒体、マニュアルなどの関連書 
類、電子文書及び本契約を含みます）を譲渡し、かつ譲受人が本契約の条項に同意することを 
条件とします。 

第4条（許諾ソフトの権利） 

許諾ソフトに関する著作権等一切の権利は、ソニー又はソニーが本契約に基づきお客様に対 
して使用許諾を行うための権利をソニーに認めた原権利者（以下原権利者とします）に帰属す 
るものとし、お客様は許諾ソフトに関して本契約第2条に基づき許諾された使用権以外の権利 
を有しないものとします。 

第5条（責任の範囲） 

1. ソニーは、許諾ソフトに ェラー、 バグ等の不具合がないこと、又は許諾ソフトが中断なく稼動 
することを保証しません。但し、ソニーは、当該 ェラー、 バグ等の不具合に対応するため、許 
諾ソフトの一部を書き換えるソフトウェア若しくはバージョンアップの提供による許諾ソフト 
の修補を行うことがあります。本項に定めるソフトウヱア及びバージョンアップの提供方法は 
ソニーがその裁量により定めるものとします。なお、かかる修補又はバージョンアップが行わ 
れたソフトウェアについても、特段の定めがない限り本契約の規定が適用されるものとします。 

2. ソニーは、 許諾 ソフトに 関連して ソニー 及び原権利者が第三者の知的財産権を侵害して いない 
ことを保証するものではありません。 
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3. ソニーは、お客様が本契約に基づき許諾された使用権を行使することによりお客様又は第三者 
に生じた損害に関していかなる責任も負わないものとします。 

4. ソニーは、許諾ソフトに関連してソニー又は第三者が提供するサービスの開始又は継続を保証 
しません。 

5. お客様に対するソニーの損害賠償責任は、ソニーによる故意又は重過失の場合を除き、いかな 
る場合であってもお客様が証明する許諾ソフトの購入代金を上限とします。 

第6条（契約の解約） 

1. ソニーは、お客様が本契約に定める条項に違反した場合、直ちに本契約を解約することができ 
るものとします。お客様が本契約に定める条項に違反し、ソニーがお客様に本契約解約の通知 
を送付した場合、お客様が本契約に定める条項に違反したことをソニーが認識した日を以って 
本契約は終了するものとします（以下契約終了日とします)。 

2. 前項の規定により本契約が終了した場合、お客様は速やかに許諾ソフトウェアの使用を中止す 
るものとします。また、お客様は、本契約の終了した日から2週間以内に本製品及び許諾ソフ 
トウェアを廃棄するものとし、ソニーより要求があった場合には、その旨を証明する文書をソ 
ニーに差し入れるものとします。 

第7条（その他） 

1. 本契約は、日本国法に準拠するものとします。 

2. お客様は、許諾ソフトを日本国外に持ち出して使用する場合、適用ある国内外の輸出管理規制、 
法律、命令に従うものとします。 

3. 本契約は、消費者契約法を含む消費者保護法規によるお客様の権利を不利益に変更するもので 
はありません。 

4. 本契約の一部条項が法律によって無効となった場合でも、当該条項以外は有効に存続するもの 
とします。 

本契約に定めなき事項又は本契約の解釈に疑義を生じた場合は、お客様及びソニーは誠意をもっ 

て協議し、解決するものとします。 

以上 
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GNU GPL / LGPL 適用ソフトウェアに関するお知らせ 

本製品には、以下の GNU General Public License (以下 「GPL」 とします）また 
は、 GNU Lesser General Public License (以下 「LGPL」 とします）の適用を受 
けるソフトウェアが含まれております。 

お客様は添付の GPL/LGPL の条件に従いこれらのソフトウェアのソースコードの入 
手、改変、再配布の権利があることをお知らせいたします。 


パッケージリスト 

binutils 

busybox 

ccache 

gcc 

ext2root 

aenromfs 

linux 

mtd 

门 curses 

tinylogin 

uclibc 

freetype2 

Mambolb 


ソースコードは、 Web でご提供しております。 

ダウンロードする際には、以下の URL にアクセスしてください。 

http://www.sony.co.jp/locationfree/ 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合わせはご遠慮くださし、。 
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GNU GENERAL PUBLIC 
LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this 
license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share and 
change free software—to make sure the software is free for all its 
users. This General Public License applies to most of the Free 
Software Foundation's software and to any other program whose 
authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation 
software is covered by the GNU Library General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not 
price. Our General Public Licenses are designed to make sure that 
you have the freedom to distribute copies of free software (and 
charge for this service if you wish), that you receive source code or 
can get it if you want it, that you can change the software or use 
pieces of it in new free programs; and that you know you can do 
these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 
These restrictions translate to certain responsibilities for you if you 
distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether 
gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that you 
have. You must make sure that they, too, receive or can get the 
source code. And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, 
and (2) offer you this license which gives you legal permission to 
copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain 
that everyone understands that there is no warranty for this free 
software. If the software is modified by someone else and passed on, 
we want its recipients to know that what they have is not the original, 
so that any problems introduced by others will not reflect on the 
original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software 
patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free 
program will individually obtain patent licenses, in effect making the 
program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any 
patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which 
contains a notice placed by the copyright holder saying it maybe 
distributed under the terms of this General Public License. The 
"Program", below, refers to any such program or work, and a 
"work based on the Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a work 
containing the Program or a portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the 
term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 


Activities other than copying, distribution and modification are not 
covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running the Program is not restricted, and the output from the 
Program is covered only if its contents constitute a work based on 
the Program (independent of having been made by running the 
Program). 

Whether that is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's 
source code as you receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on each copy an 
appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to the absence 
of any warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and 
you may at your option offer warranty protection in exchange for a 
fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any 
portion of it, thus forming a work based on the Program, and 
copy and distribute such modifications or work under the terms 
of Section 1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices 
stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that 
in whole or in part contains or is derived from the Program or 
any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all 
third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands 
interactively when run, you must cause it, when started 
running for such interactive use in the most ordinary way, to 
print or display an announcement including an appropriate 
copyright notice and a notice that there is no warranty (or 
else, saying that you provide a warranty) and that users may 
redistribute the program under these conditions, and telling 
the user howto view a copy of this License. (Exception: if the 
Program itseli is interactive but does not normally print such 
an announcement, your work based on the Program is not 
required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If 
identifiable sections of that work are not derived from the Program, 
and can be reasonably considered independent and separate works 
in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 
sections when you distribute them as separate works. But when you 
distribute the same sections as part of a whole which is a work based 
on the Program, the distribution of the whole must be on the terms 
of this License, whose permissions for other licensees extend to the 
entire whole, and thus to each and every part regardless of who 
wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 
rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise 
the right to control the distribution of derivative or collective works 
based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the 
Program with the Program (or with a work based on the Program) 
on a volume of a storage or distribution medium does not bring the 
other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, 
under Section 2) in object code or executable form under the 
terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of 
the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine- 
readable source code, which must be distributed under the 
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terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily 
used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three 
years, to give any third party, fora charge no more than your 
cost of physically performing source distribution, a complete 
machine-readable copy of the corresponding source code, to 
be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a 
medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the 
offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution 
and only if you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for 
making modifications to it. For an executable work, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that 
is normally distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the operating 
system on which the executable runs, unless that component itself 
accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place counts as 
distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program 
except as expressly provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program 
is void, and will automatically terminate your rights under this 
License. 

However, parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated so long 
as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not 
signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Program or its derivative works. These actions 
are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Program (or any work based on 
the Program), you indicate your acceptance of this License to do 
so, and all its terms and conditions for copying, distributing or 
modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on 
the Program), the recipient automatically receives a license from 
the original licensor to copy, distribute or modify the Program 
subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the rights 
granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by third parties 
to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 
infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, 
agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this 
License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not distribute the 
Program at all. For example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Program by all those who 
receive copies directly or indirectly through you, then the only 
way you could satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Program. 


If any portion of this section is held invalid or unenforceable under 
any particular circumstance, the balance of the section is intended to 
apply and the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any 
patents or other property right claims or to contest validity of any 
such claims; this section has the sole purpose of protecting the 
integrity of the free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many people have made 
generous contributions to the wide range of software distributed 
through that system in reliance on consistent application of that 
system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing 
to distribute software through any other system and a licensee 
cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed 
to be a consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in 
certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, 
the original copyright holder who places the Program under this 
License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only 
in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of 
this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new 
versions of the General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the present version, but 
may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Program specifies a version number of this License which applies to 
it and "any later version", you have the option of following the terms 
and conditions either of that version or of any later version published 
by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a 
version number of this License, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free 
programs whose distribution conditions are different, write to 
the author to ask for permission. For software which is 
copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. 
Our decision will be guided by the two goals of preserving the 
free status of all derivatives of our free software and of 
promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF 
CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR 
OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. 
SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING,REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE 
LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO 
MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM 
AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR 
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DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, 
INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM 
(INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR 
DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE 
OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER 
PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY 
HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest 
possible use to the public, the best way to achieve this is to make it 
free software which everyone can redistribute and change under 
these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to 
attach them to the start of each source file to most effectively convey 
the exclusion of warranty; and each file should have at least the 
"copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 
<one line to give the program's name and a brief idea of what it 
does .〉 

Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published 
by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public 
License along with this program; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111- 
1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper 
mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this 
when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for 
details type 'show w'. This is free software, and you are welcome to 
redistribute it under certain conditions; type 'show c' for details. 
The hypothetical commands 'show w, and 'show c’ should show the 
appropriate parts of the General Public License. Of course, the 
commands you use may be called something other than 'show w' 
and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu items— 
whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) 
or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the 
program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 
program 'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written 
by James Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1989 
iy Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your 
program into proprietary programs. If your program is a subroutine 
library, you may consider it more useful to permit linking 
proprietary applications with the library. If this is what you want to 
do, use the GNU Library General Public License instead of this 
License. 


GNU LESSER GENERAL 
PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright (C) 1991， 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this 
license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts 
as the successor of the GNU Library Public License, version 2, 
hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and 
change free software—to make sure the software is free for all its 
users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some 
specially designated software packages—typically libraries—of the 
Free Software Foundation and other authors who decide to use it. 
You can use it too, but we suggest you first think carefully about 
whether this license or the ordinary General Public License is the 
better strategy to use in any particular case, based on the 
explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, 
not price. Our General Public Licenses are designed to make sure 
that you have the freedom to distribute copies of free software (and 
charge for this service if you wish); that you receive source code or 
can get it if you want it; that you can change the software and use 
pieces of it in new free programs; and that you are informed that you 
can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you 
if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or 
for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you. 
You must make sure that they, too, receive or can get the source 
code. If you link other code with the library, you must provide 
complete object files to the recipients, so that they can relink them 
with the library after making changes to the library and recompiling 
it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the 
library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there 
is no warranty for the free library. Also, if the library is modified by 
someone else and passed on, the recipients should know that what 
they have is not the original version, so that the original author's 
reputation will not be affected by problems that might be introduced 
by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of 
any free program. We wish to make sure that a company cannot 
effectively restrict the users of a free program by obtaining a 
restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any 
patent license obtained for a version of the library must be consistent 
with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the 
ordinary GNU General Public License. This license, the GNU 
Lesser General Public License, applies to certain designated 
libraries, and is quite different from the ordinary General Public 
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License. We use this license for certain libraries in order to permit 
linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using 
a shared library, the combination of the two is legally speaking a 
combined work, a derivative of the original library. The ordinary 
General Public License therefore permits such linking only if the 
entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General 
Public License permits more lax criteria for linking other code with 
the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it 
does Less to protect the user's freedom than the ordinary General 
Public License. It also provides other free software developers Less 
of an advantage over competing non-free programs. These 
disadvantages are the reason we use the ordinary General Public 
License for many libraries. However, the Lesser license provides 
advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to 
encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs 
must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free 
library does the same job as widely used non-free libraries. In this 
case, there is little to gain by limiting the free library to free software 
only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free 
programs enables a greater number of people to use a large body of 
free software. For example, permission to use the GNU C Library in 
non-free programs enables many more people to use the whole GNU 
operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating 
system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the 
users' freedom, it does ensure that the user of a program that is 
linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run 
that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. Pay close attention to the difference between a 
"work based on the library" and a "work that uses the library". The 
former contains code derived from the library, whereas the latter 
must be combined with the library in order to run. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other 
program which contains a notice placed by the copyright holder 
or other authorized party saying it may be distributed under the 
terms of this Lesser General Public License (also called "this 
License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data 
prepared so as to be conveniently linked with application programs 
(which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work 
which has been distributed under these terms. A "work based on the 
Library" means either the Library or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the Library or a 
portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated 
straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is 
included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for 
making modifications to it. For a library, complete source code 
means all the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the library. 


Activities other than copying, distribution and modification are not 
covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running a program using the Library is not restricted, and output 
from such a program is covered only if its contents constitute a work 
based on the Library (independent of the use of the Library in a tool 
for writing it). Whether that is true depends on what the Library does 
and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's 
complete source code as you receive it, in any medium, provided 
that you conspicuously and appropriately publish on each copy 
an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to the absence 
of any warranty; and distribute a copy of this License along with 
the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and 
you may at your option offer warranty protection in exchange for a 
fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any 
portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy 
and distribute such modifications or work under the terms of 
Section 1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices 
stating that you changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no 
charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a 
table of data to be supplied by an application program that 
uses the facility, other than as an argument passed when the 
facility is invoked, then you must make a good faith effort to 
ensure that, in the event an application does not supply such 
function or table, the facility still operates, and performs 
whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has 
a purpose that is entirely well-defined independent of the 
application. Therefore, Subsection 2d requires that any 
application-supplied function or table used by this function must 
be optional: if the application does not supply it, the square root 
function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If 
identifiable sections of that work are not derived from the 
Library, and can be reasonably considered independent and 
separate works in themselves, then this License, and its terms, do 
not apply to those sections when you distribute them as separate 
works. But when you distribute the same sections as part of a 
whole which is a work based on the Library, the distribution of 
the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and 
thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 
rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise 
the right to control the distribution of derivative or collective works 
based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the 
Library with the Library (or with a work based on the Library) on a 
volume of a storage or distribution medium does not bring the other 
work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General 
Public License instead of this License to a given copy of the 
Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this 
License, so that they refer to the ordinary GNU General Public 
License, version 2, instead of to this License. (If a newer version 
than version 2 of the ordinary GNU General Public License has 
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appeared, then you can specify that version instead if you wish.) 
Do not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that 
copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all 
subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the 
Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or 
derivative of it, under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you 
accompany it with the complete corresponding machine- 
readable source code, which must be distributed under the terms 
of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from 
a designated place, then offering equivalent access to copy the 
source code from the same place satisfies the requirement to 
distribute the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the 
Library, but is designed to work with the Library by being 
compiled or linked with it, is called a "work that uses the 
Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the 
Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library 
creates an executable that is a derivative of the Library (because it 
contains portions of the Library), rather than a "work that uses the 
library". The executable is therefore covered by this License. 
Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file 
that is part of the Library, the object code for the work may be a 
derivative work of the Library even though the source code is not. 
Whether this is true is especially significant if the work can be linked 
without the Library, or if the work is itself a library. The threshold 
for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure 
layouts and accessors, and small macros and small inline functions 
(ten lines or less in length), then the use of the object file is 
unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. 
(Executables containing this object code plus portions of the Library 
will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may 
distribute the object code for the work under the terms of Section 6. 
Any executables containing that work also fall under Section 6, 
whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or 
link a "work that uses the Library" with the Library to produce a 
work containing portions of the Library, and distribute that work 
under terms of your choice, provided that the terms permit 
modification of the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the 
Library is used in it and that the Library and its use are covered by 
this License. You must supply a copy of this License. If the work 
during execution displays copyright notices, you must include the 
copyright notice for the Library among them, as well as a reference 
directing the user to the copy of this License. Also, you must do one 
of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding 
machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be 


distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is 
an executable linked with the Library, with the complete 
machine-readable "work that uses the Library", as object 
code and/or source code, so that the user can modify the 
Library and then relink to produce a modified executable 
containing the modified Library. (It is understood that the 
user who changes the contents of definitions files in the 
Library will not necessarily be able to recompile the 
application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the 
Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time 
a copy of the library already present on the user's computer 
system, rather than copying library functions into the 
executable, and (2) will operate properly with a modified 
version of the library, if the user installs one, as long as the 
modified version is interface-compatible with the version 
that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least 
three years, to give the same user the materials specified in 
Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of 
performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy 
from a designated place, offer equivalent access to copy the 
above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these 
materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the 
Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special exception, 
the materials to be distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the major 
components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on 
which the executable runs, unless that component itself 
accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license 
restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the operating system. Such a contradiction means you 
cannot use both them and the Library together in an executable that 
you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the 
Library side-by-side in a single library together with other 
library facilities not covered by this License, and distribute such 
a combined library, provided that the separate distribution of the 
work based on the Library and of the other library facilities is 
otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same 
work based on the Library, uncombined with any other 
library facilities. This must be distributed under the terms of 
the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact 
that part of it is a work based on the Library, and explaining 
where to find the accompanying uncombined form of the 
same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the 
Library except as expressly provided under this License. Any 
attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or 
distribute the Library is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have 
received copies, or rights, from you under this License will not 
have their licenses terminated so long as such parties remain in 
full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not 
signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Library or its derivative works. These actions are 
prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Library (or any work based on 
the Library), you indicate your acceptance of this License to do 
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so, and all its terms and conditions for copying, distributing or 
modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the 
Library), the recipient automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute, link with or modify the 
Library subject to these terms and conditions. You may not 
impose any further restrictions on the recipients' exercise of the 
rights granted herein. You are not responsible for enforcing 
compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 
infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, 
agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this 
License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not distribute the 
Library at all. For example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Library by all those who receive 
copies directly or indirectly through you, then the only way you 
could satisfy both it and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under 
any particular circumstance, the balance of the section is intended to 
apply, and the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any 
patents or other property right claims or to contest validity of any 
such claims; this section has the sole purpose of protecting the 
integrity of the free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many people have made 
generous contributions to the wide range of software distributed 
through that system in reliance on consistent application of that 
system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing 
to distribute software through any other system and a licensee 
cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed 
to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain 
countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Library under this 
License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only 
in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of 
this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new 
versions of the Lesser General Public License from time to time. 
Such new versions will be similar in spirit to the present version, 
but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library 
specifies a version number of this License which applies to it and 
"any later version", you have the option of following the terms and 
conditions either of that version or of any later version published by 
the Free Software Foundation. If the Library does not specify a 
license version number, you may choose any version ever published 
by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free 
programs whose distribution conditions are incompatible with 
these, write to the author to ask for permission. For software 
which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to 
the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions 
for this. Our decision will be guided by the two goals of 


preserving the free status of all derivatives of our free software 
and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF 
CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, 
TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. 
EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 
PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY 
OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO 
THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY 
IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE 
DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW 
OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT 
HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY 
AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED 
ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE 
OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT 
NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING 
RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE 
LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), 
EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSffilLITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest 
possible use to the public, we recommend making it free software 
that everyone can redistribute and change. You can do so by 
permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under 
the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is 
safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file should 
have at least the "copyright" line and a pointer to where the full 
notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it 
does 〉 

Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied 
warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. Seethe GNU Lesser General Public 
License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General 
Public License along with this library; if not, write to the Free 
Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, 
MA 02111 -1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper 
mail. 
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You should also get your employer (if you work as a programmer) 
or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, 
if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 
library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James 
Random Hacker. 

く signature of iy Coon>,1 April 1990 
iy Coon, President of Vice 

That's all there is to it! 


JPEG についてのお知らせ 

本製品の一部には 、 Independent JPEG Group の研究成 
果を使用しています。 


GIF についてのお知らせ 

The GIFLIB distribution is Copyright (c)1997 Eric S. Raymond 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining 
a copy of this software and associated documentation files (the 
"Software"), to deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, 
distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to 
permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject 
to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be 
included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR 
ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, 
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 


libHTTP についてのお知らせ 

Copyright (c) 2000 -2004 Dag-Erling CoA _ dan SmA.rgrav 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in this 
position and unchanged. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. The name of the author may not be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written 
permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR ''AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE. 

The following copyright applies to the base64 code: 

Copyright 1997 Massachusetts Institute of Technology 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its 
documentation for any purpose and without fee is hereby granted, 
provided that both the above copyright notice and this permission 
notice appear in all copies, that both the above copyright notice and 
this permission notice appear in all supporting documentation, and 
that the name of M.I.T. not be used in advertising or publicity 
pertaining to distribution of the software without specific, written 
prior permission. M.I.T. makes no representations about the 
suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" 
without express or implied warranty. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY M.I.T. ''AS IS". M.I.T. 
DISCLAIMS ALL EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES 
WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. IN NO EVENT SHALL M.I.T. BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE. 


Vera . ttf についてのお知らせ 

{Copyright (c) 200 3 by Bitstream, Inc. All Rights 
Reserved.Bitstream Vera SansBitstreamVeraSans-RomanRelease 
l.lOCopyright (c) 2003 by Bitstream, Inc. 

All Rights Reserved. 

Bitstream Vera is a trademark oi Bitstream, Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining 
a copy of the fonts accompanying this license ("Fonts") and 
associated documentation files (the "Font Software"), to reproduce 
and distribute the Font Software, including without limitation the 
rights to use, copy, merge, publish, distribute, and/or sell copies of 
the Font Software, and to permit persons to whom the Font Software 
is furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright and trademark notices and this permission 
notice shall be included in all copies of one or more of the Font 
Software typefaces. 

The Font Software may be modified, altered, or added to, and in 
particular the designs of glyphs or characters in the Fonts may be 
modified and additional glyphs or characters may be added to the 
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Fonts, only if the fonts are renamed to names not containing either 
the words "Bitstream" or the word "Vera". 

This License becomes null and void to the extent applicable to Fonts 
or Font Software that has been modified and is distributed under the 
"Bitstream Vera" names. 

The Font Software may be sold as part of a larger software package 
but no copy of one or more of the Font Software typefaces may be 
sold by itself. 

THE FONT SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF COPYRIGHT, 
PATENT, TRADEMARK, OR OTHER RIGHT. IN NO EVENT 
SHALL BITSTREAM OR THE GNOME FOUNDATION BE 
LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, 
INDIRECT, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF THE USE OR 
INABILITY TO USE THE FONT SOFTWARE OR FROM 
OTHER DEALINGS IN THE FONT SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the names of Gnome, the Gnome 
Foundation, and Bitstream Inc., shall not be used in advertising or 
otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Font 
Software without prior written authorization from the Gnome 
Foundation or Bitstream Inc., respectively. For further information, 
contact: fonts at gnome dot org.http://www.bitstream.com_ 


VeraMono . ttf についてのお 
知らせ 

-Copyright (c) 2003 by Bitstream, Inc. All Rights 
Reserved.Bitstream Vera Sans MonoBitstreamVeraSansMono- 
RomanRelease l.lOCopyright (c) 2003 by Bitstream, Inc. 

All Rights Reserved. 

Bitstream Vera is a trademark of Bitstream, Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining 
a copy of the fonts accompanying this license ("Fonts") and 
associated documentation tiles (the "Font Software"), to reproduce 
and distribute the Font Software, including without limitation the 
rights to use, copy, merge, publish, distribute, and/or sell copies of 
the Font Software, and to permit persons to whom the Font Software 
is furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright and trademark notices and this permission 
notice shall be included in all copies of one or more of the Font 
Software typefaces. 

The Font Software may be modified, altered, or added to, and in 
particular the designs of glyphs or characters in the Fonts may be 
modified and additional glyphs or characters may be added to the 
Fonts, only if the fonts are renamed to names not containing either 
the words "Bitstream" or the word "Vera". 

This License becomes null and void to the extent applicable to Fonts 
or Font Software that has been modified and is distributed under the 
"Bitstream Vera" names. 

The Font Software may be sold as part of a larger software package 
but no copy of one or more of the Font Software typefaces may be 
sold by itself. 

THE FONT SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF COPYRIGHT, 
PATENT, TRADEMARK, OR OTHER RIGHT. IN NO EVENT 
SHALL BITSTREAM OR THE GNOME FOUNDATION BE 
LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, 
INDIRECT, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 


OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF THE USE OR 
INABILITY TO USE THE FONT SOFTWARE OR FROM 
OTHER DEALINGS IN THE FONT SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the names of Gnome, the Gnome 
Foundation, and Bitstream Inc., shall not be used in advertising or 
otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Font 
Software without prior written authorization from the Gnome 
Foundation or Bitstream Inc., respectively. For further information, 
contact: fonts at gnome dot org.http://www.bitstream.com_ 


UPnP Library についてのお 
知らせ 

Portions Copyright (C) 2004 Intel Corporation 


STLport 4.5 についてのお知 
らせ 

Copyright (c)1994 Hewlett-Packard Company 

Copyright (c)1996-1999 Silicon Graphics Computer Systems, Inc. 

Copyright (c)1997 Moscow Center for SPARC Technology 

Copyright (c)1999, 2000, 2001 Boris Fomitchev 

This material is provided "as is", with absolutely no warranty 
expressed or implied. Any use is at your own risk. 

Permission to use or copy this software for any purpose is hereby 
granted without fee, provided the above notices are retained on all 
copies. Permission to modify the code and to distribute modified 
code is granted, provided the above notices are retained, and a notice 
that the code was modified is included with the above copyright 
notice. 


OpenSSL についてのお知ら 
せ 


本製品には 、 OpenSSL Project により OpenSSL Toolkit 
( http :// openssl . org ) 向けに作成されたソフトウエアおよ 
び Eric Young 氏が作成したライブラリソフトウエアが含ま 
れています。 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2000 The OpenSSL Project. All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgment: This product 
includes software developed by the OpenSSL Project for use in the 
OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org) 
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4. The names OpenSSL Toolkit and OpenSSL Project must not 
be used to endorse or promote products derived from this software 
without prior written permission. For written permission, please 
contact openssl-core@openssl.org 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" 
nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 
acknowledgment: "This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http:// 
www.openssl. org)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT 
''AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. This product includes 
cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by 
Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

SSLeay license 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All 
rights reserved.This package is an SSL implementation written by 
Eric Young (eay @ cryptsoft.com). The implementation was written 
so as to conform with Netscapes SSL. This library is free for 
commercial and non-commercial use as long as the following 
conditions are aheared to. The following conditions apply to all code 
found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., 
code; not just the SSL code. The SSL documentation included with 
this distribution is covered by the same copyright terms except that 
the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). Copyright remains 
Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not 
to be removed. If this package is used in a product, Eric Young 
should be given attribution as the author of the parts of the library 
used. This can be in the form of a textual message at program startup 
or in documentation (online or textual) provided with the package. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgement: "This 
product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay @ cryptsoft.com)". The word 'cryptographic' can be left out if 
the rouines from the library being used are not cryptographic related 
: 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) 
from the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement: "This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

TfflS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ''AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 


ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF TfflS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.The licence and 
distribution terms for any publically available version or derivative 
of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be 
copied and put under another distribution licence [including the 
GNU Public Licence. 


Tinylogin についてのお知ら 
せ 

Tinylogin には GPL Shadow utilities license に加え、 
Eindhoven University of Technology license が通用さ 
れます。 

The Shadow utilities license 

This software is copyright 1988 - 1994, Julianne Frances Haugh. 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. Neither the name of Julianne F. Haugh nor the names oi its 
contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 

TfflS SOFTWARE IS PROVIDED BY JULIE HAUGH AND 
CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTEES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 
IN NO EVENT SHALL JULIE HAUGH OR CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF TfflS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This source code is currently archived on ftp.uu.net in the 
comp.sources.misc portion of the USENET archives. You may also 
contact the author, Julianne F. Haugh, at く jockgrrl@austin.rr.com> 
if you have any questions regarding this package. 

TfflS SOFTWARE IS BEING DISTRIBUTED AS-IS. THE 
AUTHORS DISCLAIM ALL LIABILITY FOR ANY 
CONSEQUENCES OF USE. THE USER IS SOLELY 
RESPONSIBLE FOR THE MAINTENANCE OF THIS 
SOFTWARE PACKAGE. THE AUTHORS ARE UNDER NO 
OBLIGATION TO PROVIDE MODIFICATIONS OR 
IMPROVEMENTS. THE USER IS ENCOURAGED TO TAKE 
ANY AND ALL STEPS NEEDED TO PROTECT AGAINST 
ACCIDENTAL LOSS OF INFORMATION OR MACHINE 
RESOURCES. 
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Special thanks are due to Chip Rosenthal for his fine testing efforts; 
to Steve Simmons for his work in porting this code to BSD; and to 
Bill Kennedy for his contributions of LaserJet printer time and 
energies. 

Also, thanks for Dennis L. Mumaugh for the initial shadow 
password information and to Tony Walton 
(olapw@olgbl.oliv.co.uk) for the System V Release 4 changes. 
Effort in porting to SunOS has been contributed by Dr. Michael 
Newberry (miken@cs.adfa.oz.au) and Micheal J. Miller, Jr. 
(mke@kaberd.rain.com). Effort in porting to AT&T UNIX System 
V Release 4 has been provided by Andrew Herbert 
(andrew@werple.pub.uu.oz.au). 

Special thanks to Marek Michalkiewicz 
(marekm@il71inuxb.ists.pwr.wroc.pl) for taking over the Linux 
port of this software. 

The Eindhoven University of 
Technology license 

Copyright 1995 by Wietse Venema. All rights reserved. Individual 
files may be covered by other copyrights (as noted in the file itself.) 

This material was originally written and compiled by Wietse 
Venema at Eindhoven University of Technology, The Netherlands, 
in 1990, 1991,1992,1993,1994 and 1995. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted 
provided that this entire copyright notice is duplicated in all such 
copies. 

This software is provided "as is" and without any expressed or 
implied warranties, including, without limitation, the implied 
warranties of merchantibility and fitness for any particular purpose. 


モリサワフォントについて 
のお知らせ 

本製品に搭載されているフォントの内、新ゴ R 書体は株式 
会社モリサワより提供を受けており、これらの名称は同社 
の登録商標または商標であり、フォントデータプログラム 
の著作権は同社に帰属します。 


MD5 - Messaae Digest につ 
いてのお知らせ 

Copyright (C) 1990, RSA Data Security, Inc. All rights reserved. 

License to copy and use this software is granted provided that it is 
identified as the "RSA Data Security, Inc. MD5 Message Digest 
Algorithm" in all material mentioning or referencing this software 
or this function. 

License is also granted to make and use derivative works provided 
that such works are identified as "derived from the RSA Data 
Security, Inc. MD5 Message Digest Algorithm" in all material 
mentioning or referencing the derived work. 

RSA Data Security, Inc. makes no representations concerning either 
the merchantability of this software or the suitability of this software 
for any particular purpose. It is provided "as is" without express or 
implied warranty of any kind. 

These notices must be retained in any copies of any part of this 
documentation and/or software. 


AES Encryption Library に 
ついてのお知らせ ' 

Copyright(C) 2003, Dr Brian Gladman, Worcester, UK. 

All rights reserved. 

LICENSE TERMS 

The free distribution and use of this software in both source and 
binary form is allowed (with or without changes) provided that: 

1. Distributions of this source code include the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer; 

2. Distributions in binary form include the above copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other associated materials; 

3. The copyright holder’s name is not used to endorse products built 
using this software without specific written permission. 
ALTERNATIVELY, provided that this notice is retained in full, this 
product may be distributed under the terms of the GNU General 
Public License (GPL), in which case the provisions of the GPL 
apply INSTEAD OF those given above. 

DISCLAIMER 

This software is provided ‘as is’ with no explicit or implied 
warranties in respect of its properties, including, but not limited to, 
correctness and/or fitness for purpose. 


WPA Supplicant のライセン 
スについてのお知らせ 

Copyright (c) 2003-2006, Jouni Malinen <jkmaline@cc.hut.fi> and 
contributors All Rights Reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. Neither the name(s) of the above-listed copyright holder(s) nor 
the names of its contributors may be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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商標などについて 


• "LocationFree (ロケーシヨンフリ ー) ”はソニー株式会社の登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登 
録商標あるいは商標です。 

なお、本文中では TM 、® マークは明記していません。 
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r ご案内- 

本製品に関するお問い合わせは「ロケーションフリーカスタマーサポートセンター」へ 


ロケーシヨンフリー^カスタマーサポートセンター 

• ナビダイヤル .Sa 0570 -05-0005 

(全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます） 

• 携帯電話 • PHS でのご利用は . 0191 -31-8595 

受付時間：月〜金午前9時〜午後8時 

土•日•祝日午前9時〜午後5時 

• よく ある質問についてのぺージ .http://www.sony.co.jp/locationfree/QA/ 


万一不具合が生じた場合は 

製品の品質には万全を期しておりますが、万一ご使用中に動作しない、記録できないなど 
の故障が生じた場合は、上記のロケーションフリーカスタマーサポートセンターまでご連 
絡ください。修理に関するご案内をさせていただきます。 

また修理が必要な場合は、当社指定宅配業者がお客様宅まで伺い、引取修理をさせていた 
だきます。 その際には、故障箇所にかかわらず、送信機 • 受信機と AC パワーアダプター、 
電源コード、付属リモコンを合わせて、お渡しください。 


ロケーシヨン フリ ーの ホームページ 

• http://www.sony.co.jp/locationfree/ 


ソニー 株式会社〒 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 


この説明書は、古紙70%以上の再生紙と、 

voc (揮発性有機化合物）ゼロ植物油型ィンキを使用しています。 

Printed in Japan 











